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自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

倒れてくるものや落ちてくるもの

でのけがが多いね。

広い場所に避難して、けがをしな

いように気をつけよう。

3 我わ が家や の安全対たい　 さ く策第3章

　家の中の安全対策には、どのようなものがあるか、下の絵を見

て探
さが

してみましょう。

　地
じ

震
しん

に備
そな

え、家では日ごろからどのように安全対策をとっておけばよいので

しょうか。

自分の家はどうかな？　ちゃんとできているかな？

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だいしんさい

震災時
じ

の地震による負
ふ

傷
しょう

の原
げんいん

因（津
つ

波
なみ

によるものの負傷は除
のぞ

く）

室内の収
しゅう

容
ようぶつ

物など
の落下により負傷

地震の揺
ゆ

れで
転
て ん

倒
と う

室 内 の 家 具・
家電などが倒

たお

れてきて負傷

屋外の落下物など
により負傷

避
ひ

難
な ん

する際
さ い

に負傷

室内の天
て ん

井
じょう

・壁
か べ

など
の落下により負傷
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「もしも」のための応
おう

急
きゅう

手当の方法を知っておこう

やけどをしたとき

　出血している傷
きずぐち

口をガーゼやハンカチなど
で強くおさえる。

　すぐに流水で痛
いた

みがとれるまで何回も冷やす。
　皮ふを傷つけるので、衣服はぬがないでその
上から冷やす。

　痛いところを動かさないようにそえ木を使っ
て固定する。
　足を少し高い位置に置いて冷やす。

そえ木の代わりに新聞紙や

ダンボールを使ってもいいよ。

出血があるとき

けがなどをしている人を見かけたら、すぐ周りの大
お と な

人に助けを求めましょう。

骨
こ っ せ つ

折したとき
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